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研究会報告
0-か pl- 47me23m ' (m,n,eはそれぞれ電子の質量､密度および電荷)
が共鳴周波数となる｡o),lの前の因子は粒子の反電場係数によるもので非球形粒子では共
鳴線が分裂する｡アルカリ金属クラスターについて､実験結果は2軸変形を仮定した殻模
型により定性的におおむね理解される【131｡しかしながら､周波数領域を広げた実験によ
ると球形と見られる魔法数のクラスターに対しても共鳴線の分裂が見られた｡共鳴線の分
裂はジェリウム模型に対するTDLDA (時間に依存した局所密度近似)の計算で再現され
て､集団励起と個別励起の混成の結果と説明されている[14]｡
ところがこの計算では､.共鳴線の位置が実準に比べて高エネルギー側にシフトするとい
う欠点がある｡ この原因について､プラズマ周波数の表式で (1)電子の質量を有効質量
にすること､ (2)内殻イオンの分極を考慮して電荷を有効電荷に置き換えること､
(3)電子密度をバルクのそれとは異なることを考慮するといったことが考えられる｡ 内
殻イオンの配置を考慮して擬ポテンシャルの重ね合わせでポテンシャルを表現することに
より､共鳴線の位置まで実験とよく一致する結果を得ることができる【151｡
4.まとめ
金属クラスターの電子状態について殻模型をめぐる話題を紹介した｡ここで紹介できな
かった話題として､クラスター分裂への殻補正理論の適用 【161､スーパーシェル【17]等
がある｡
今回の研究会のテーマにある "クラスターと原子核の異質性"は何といっても内殻イオ
ンの存在であると思う｡内殻イオンの存在が元素の違いやクラスターのサイズによる多様
性を生み出すとともに､殻模型のような統一的措像を与えることを困難にしている｡一方､
分子の措像に基づいて量子化学的手法を駆使して扱える系には限りがあることも事実であ
る｡また実験で見ているクラスターは通常我々がバルクの系の物性を議論するときとは比
べものにならないほど高い内部励起状態にある可能性がある｡その意味では､ ｢金属クラ
スターはrigidなイオン配置を持たない｣可能性を単純に否定することはできないのかも
しれない｡いずれにしても従来の分子の措像にないものが金属クラスターの中に見出され
たとき､新たな発展があるものと期待される｡
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